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異学年合同の「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を創設した
場合の教育課程や系統的な支援の研究開発（H30～R4）



１.「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際

（１） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」とは

（２） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で期待される資質・能力

（３） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を中核としたカリキュラムの構成

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

２.研究開発の成果と課題

（１） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

（２） 研究開発の今後の課題
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「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（１） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」とは



何をどれだけ
知っているか

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（１） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」とは

どのように目の前の
問題を解決できるか？

「当たり前」を疑い、課題を発見し
正解のない課題に対して、他者と協力しながら

自分なりの最適な答えを追究していく



（１） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」とは

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」 とは？

Ｃ・・・Ｃｌｕｓｔｅｒ 異学年合同の小集団

Ａ・・・Ａｃｔｉｏｎ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 他と交流し学ぶ

Ｎ・・・Ｎａｒｒａｔｉｖｅ Approach 語る・振り返る



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

１年
見習い

２年
弟子

３年
  師匠

正統的周辺参加

（１） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」とは

Ｃ・・・Ｃｌｕｓｔｅｒ 異学年合同の小集団

Ａ・・・Ａｃｔｉｏｎ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 他と交流し学ぶ



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（１） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」とは

CANLOG（探究日記）

Ｎ・・・Ｎａｒｒａｔｉｖｅ Approach 語る・振り返る



（２） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で期待される資質・能力

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

知識・技能 
・探究活動に必要な基本的な知識・技能（全体） 
○探究活動を通して獲得するより広がりや深まりのある
知識・技能（全体） 

思考力・判断力・表現力等 
・自らの手で課題を解決していく力（全体） 
○社会の変化に柔軟に対応する力（全体） 
○広い視野を持って物事を分析する力（全体） 

学びに向かう力、人間性等 

・協力し合うコミュニケーション力（全体） 
○主体的に課題を発見する力（全体） 
○自己の活動を内省し、未来に活かす力（全体） 
○自己をより良く変革しようとする力（全体） 
○新たな価値を見出す力（全体） 
○責任ある行動をとる力（師匠） 
○人の力を効果的に引き出す力（師匠） 
○役割を果たす力（見習い・弟子） 
○自己形成の先見力（見習い・弟子） 
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「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（３） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を中核としたカリキュラムの構成



時期 12月 1月 2月・3月・4月・5月 6月 7月・8月・9月 10月・11月

主

な

内

容

探究

テーマ

を設定

探究

スキル

習得

探究テーマ深化

クラスター編成

探究

スキル

習得

探究活動

外部発信

発表・発信

振り返り

正統的周辺参加論に基づいた、異学年のクラスター編成

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（３） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を中核としたカリキュラムの構成



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（３） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を中核としたカリキュラムの構成

２時間単位の探究活動の時間編成

例）ＣＡＮ２０２２の時間配分

CAN52
９月30日（金）⑤⑥

CAN53

CAN54
10月7日（火）①②

CAN55

CAN56
10月12日（水）⑤⑥

CAN57

C
A
N
の
日
Ⅰ

C
A
N
の
日
Ⅲ

C
A
N
の
日
Ⅱ



時期 12月・ 1月 2月・3月・4月・5月 6月 7月・8月・9月 10月・11月

主

な

内

容

探究

テーマ

を設定

探究

スキル

習得

探究テーマ深化

クラスター編成

探究

スキル

習得

探究活動

外部発信

発表・発信

振り返り

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（３） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を中核としたカリキュラムの構成

シ
ャ
ト
ル
前
期
講
座

シ
ャ
ト
ル
後
期
講
座
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（３） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を中核としたカリキュラムの構成

①発想法

②困りを発見する力

③電話・メールマナー

④アンケート

⑤ロジカルシンキング

⑥仮説を立てる力

⑦コミュニケーション力

⑧プロジェクトマネジメント

前期選択講座

⑨分析・考察の仕方

⑩タブレットの使い方

⑪プレゼンテーション１

⑫プレゼンテーション２

⑬視覚化

⑭グラフの見せ方

⑮グラフの見せ方２

⑯動画編集

後期選択講座
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（３） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を中核としたカリキュラムの構成

シ
ャ
ト
ル
前
期
講
座

シ
ャ
ト
ル
後
期
講
座

C
A
N
の
日
Ⅰ

C
A
N
の
日
Ⅲ

C
A
N
の
日
Ⅱ６４時間



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（３） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を中核としたカリキュラムの構成

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」導入後の教育課程表（令和４年度の場合）

全学年とも「総合
的な学習の時間」
から50時間を削減

１・２年生は７教科
から２時間ずつ
（計14時間）を削減
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探究課題設定期



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

時期 12月 1月 2月・3月・4月・5月 6月 7月・8月・9月 10月・11月

主

な

内

容

探究

テーマ

を設定

探究

スキル

習得

探究テーマ深化

クラスター編成

探究

スキル

習得

探究活動

外部発信

発表・発信

振り返り



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

〈探究課題設定の３つの視点〉

視点１ 素朴な疑問から発想

視点２ 身近な問題から発想

視点３ 特技や好きなことから発想

〈課題別分類表〉

「３つの視点」と「分類表」から
課題を設定

１２月 探究テーマを設定（１人ＣＡＮ）



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

１２月 探究テーマを設定（１人ＣＡＮ）

例）視点２ 身近な問題から発想の場合

私やみんなが困って

いることって何かな？

なかなか暗記ができない

雨の日に荷物が濡れて困る

地球温暖化が・・・



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ
題材のどこに解決
すべき課題や問題
があるのか

探究のゴールは何
か、どんな問題が
解消できればいい
のか

「探究の種シート」記入例

ゴールの実現性が
低い

探究課題が広すぎ
る、不明確である



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

２月 探究テーマの深化（ＡＬ会議）



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

２月 探究テーマの深化（ＡＬ会議）



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

２月 探究テーマの深化（ＡＬ会議）

より効率の良い再生栽培をしたい

問われることで探究テーマを自ら見直す姿



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

２年生 １年生

２月 編成会議（クラスターの決定）



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

どの先輩の
探究課題が
いいかな？

２年生 １年生

1次
編成

２月 編成会議（クラスターの決定）



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

２年生 １年生

２人
クラスター

２月 編成会議（クラスターの決定）

どの先輩の
探究課題が
いいかな？



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

新３年生 新２年生

２次
編成

１年生

２月 編成会議（クラスターの決定）



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

２月 編成会議（クラスターの決定）

新３年生 新２年生 １年生



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

３月 探究深化シートの記入（教師との面談） 「探究深化シート」

問いとゴール

問いに対する仮説

仮説に対する
探究方法



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

３月 探究深化シートの記入（教師との面談） 「探究深化シート」



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

３月 探究深化シートの記入（教師との面談） 「探究深化シート」



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

３月 探究深化シートの記入（教師との面談） 「探究深化シート」

この段階で設定される探究課題の中には、
①調べる・やってみるで終わるもの
②課題設定が広すぎて探究できないもの

が多く見られる。



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

３月 探究深化シートの記入（教師との面談） 「探究深化シート」

「生徒が設定した探究課題の良し悪しの判別
がつかない」「行き詰まった生徒へのアドバイ
スや関わり方がよくわからない」

という教師の困り感



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

「探究深化シート」ＳＴＥＰ１ 「なぜ」「どうして」の型になっているか

ＳＴＥＰ２ 探究のゴールが明確に説明できるか

ＳＴＥＰ３ 「ゴール」と「問い」が一致しているか

ＳＴＥＰ５ 具体的な検証方法を説明できるか

ＳＴＥＰ４ 自分の持つ当たり前（仮説）が

説明できるか



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

「水分量」や「炭素」が変数となって探究がすすむ



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

アロマキャンドルの成分
は本当に違うの？仮説の根拠があいまい

どの成分にリラックス効果
があると考えているの？

その成分が入っているもの
はすべてリラックス効果が
あるの？



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

研修の様子

「過去の探究テーマと仮説」
・当たり前を引き出す
・一般化する
・焦点化する
・根拠を問う



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

「３月時点での担当教師による評価」
Ａ：問い・仮説が
できており、
探究のスタートが
できる

Ｂ：問い・仮説は
できているが、
探究の見通しが
立っていない

Ｃ：問い、仮説の
検討必要



Ｓ２：えっと、太陽の光よりも活発に光合成を行うって感じです。
Ｔ：なるほど、太陽の光での光合成は不十分って思っているわけやね。どうして活発に行わせた
いの？

Ｓ１：地球温暖化が問題になっているからです。環境問題を解決したいと思っています。
T   ：すごい、提案性がある探究やね。じゃあどうやったら活発に光合成を行うと考えているの？
Ｓ１：えーと、太陽とはちがう光かなと思っています。
Ｔ ：どんな光？
Ｓ１：太陽より強い光を当てたり、色を変えたりすると、活発に行うかな。
Ｔ：なるほど、それがみんなの仮説なんやね。どんな光とか、そこに根拠はあるの？
Ｓ１：いやー、まだ調べられていません。
Ｔ：じゃあ、まず何色が良いとかを調べないといけないね。あと、この光はどうやって生み出そう

  としているの？
Ｓ１：電球を変えたりすることでやろうと思っています。

テーマ なぜ、植物の数を増やすだけでは、環境が良くならないのか？

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

「教師による関わりの逐語録」Ｓ：生徒 Ｔ：教師

探究のゴール

仮説

探究方法



仮説に根拠や変数となるものが
あるかどうか

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

「探究深化シート調べ（Ｒ３年７月・Ｒ４年７月）」



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

「生徒アンケート結果（Ｒ４年・３月）」

先生方の関わりは、探究課題を設定するのに役立ちましたか



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

Ｑ.関わっていて困っていることはありますか。 「教員アンケート（Ｒ４・３月）」



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

なぜ食べられる消しゴムはないのか

なぜ傘を差していても荷物が濡れてしまうのか

なぜ今の手洗い方法が推奨されているのか
なぜ不必要なプラスチックが使われるのだろう

なぜ日本語は標準語にしぼられているのだろうか
なぜメダカの色は変えることはできないのか

どうして殺処分数の数は減らすことができないのか

どうしてペットボトルロケットはきれいな軌道で飛ばないのか

なぜ家庭の食品ロスは減らないのか

なぜ猫舌の人は熱いものを飲めないのだろう

なぜ全開に開けるよりも対角に開ける方が効率よく換気できるといわれているのだろう



探究課題発表期



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

時期 12月 1月 2月・3月・4月・5月 6月 7月・8月・9月 10月・11月

主

な

内

容

探究

テーマ

を設定

探究

スキル

習得

探究テーマ深化

クラスター編成

探究

スキル

習得

探究活動

外部発信

発表・発信

振り返り中
間
発
表

Ｃ
Ａ
Ｎ
２
０
２
２
発
表
会

Ｃ
Ａ
Ｎ
プ
レ
発
表
会



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

ＣＡＮボード（発表ボード）
プレゼンテーション
探究成果物などを提示して
発表する姿が見られる

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

ＣＡＮボード

探究成果物

プレゼンテーション



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

６月 中間発表



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

「Ｒ３年１１月 アンケート結果」



・そもそもどうやって質問したらいいのか分からないし、何を
質問したらいいのか分からないことが多々あるから。
・言っていることが難しいクラスターは、そもそも内容が理
解できない。普通に分かるところも、何を質問したらいい
のか思いつかない。
・普段の会話の時以上に相手が何を伝えたいのかやその
方法で本当に答えが見つけられるのかなどを考えながら
頭の中で情報を整理しないといけないから。
・相手のためにもなる、自分のためにもなる質問がなかな
  か考えられなかったから。
・そのクラスターがより良くなるためにどのようなことを聞け
ばいいか考えるのが難しいから。

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

「Ｒ３年１１月 アンケートに書かれた生徒の記述の一部」



（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

①発想法

②困りを発見する力

③電話・メールマナー

④アンケート

⑤ロジカルシンキング

⑥仮説を立てる力

⑦コミュニケーション力

⑧プロジェクトマネジメント

前期選択講座

⑨分析・考察の仕方

⑩タブレットの使い方

⑪プレゼンテーション１

⑫プレゼンテーション２

⑬視覚化

⑭グラフの見せ方

⑮グラフの見せ方２

⑯動画編集

後期選択講座後期共通講座

質問力



（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

１０月 後期共通講座「質問力」

「質問」の座標軸
質問し合う生徒

講座「質問力」のスライド



「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

１０月 ＣＡＮプレ発表



（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

「プレ発表後アンケート（Ｒ４年１０月）」



（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際Ⅰ

「プレ発表後アンケート（Ｒ４年１０月）」



１.「共創型探究学習（ＣＡＮ）」の実際

（１） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」とは

（２） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で期待される資質・能力

（３） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を中核としたカリキュラムの構成

（４）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」における生徒の実態と教師の手立て

２.研究開発の成果と課題

（１） 「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

（２） 研究開発の今後の課題

異学年合同の「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を創設した
場合の教育課程や系統的な支援の研究開発（H30～R4）



ＣＡＮＬＯＧ

（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

研究開発の成果と課題Ⅱ

自己目標評価シート探究振り返りシート

自己の活動を内省し、
自らを振り返らせる



（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

研究開発の成果と課題Ⅱ

項目① 見通しをもって、ものごとの段取り（計画）ができる
（師匠）

項目② やるべきことを整理し、他のメンバーに役割を振るこ
とができる   （師匠）

項目③ クラスターメンバー全員が活動や話し合いに参加でき
るよう、コミュニケーションをとることができる   （師匠）

項目④ 自分の意見をまとめ、相手に伝えることができる  
項目⑤ クラスターメンバーの意見をしっかり聞くことができる
項目⑥ 自分の探究活動をしっかり振り返り、次の活動に反省

 を生かすことができる
項目⑦ 身の回りから疑問や困りを見つけることができる

（以下 省略）

自己目標評価シート

「３年生用自己目標評価シート項目（Ｒ４年３月・１１月）」



（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

研究開発の成果と課題Ⅱ

探究振り返りシート 項目① クラスターで協力して探究できたか
（チームマネジメント力）

項目② 十分なデータを収集することができたか
 （データ収集力）

項目③ 相関や変数どうしの関係を分析することができたか
 （データ分析力）

項目④ 発表会において掲示・説明がうまくできたか （表現力）
項目⑤ 自分の気付きや発見、データなどを書き残し、次の探

   究に有効活用できたか               （内省力）
項目⑥ 調べ学習でなくデータ数や探究の量が十分にあり

成果と課題を導き出したか
項目⑦ 達成感を感じているか

「探究振り返りシート項目（Ｒ４年１１月）」



研究開発の成果と課題Ⅱ

（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

「３年生の自己評価シート（Ｒ４年３月・１１月）」



研究開発の成果と課題Ⅱ

（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

「１年生の自己評価シート（Ｒ４年７月・１１月）」



研究開発の成果と課題Ⅱ

（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

「探究振り返りシート（Ｒ４年１１月）」



研究開発の成果と課題Ⅱ

（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

「探究振り返りシート（Ｒ４年１１月）」



研究開発の成果と課題Ⅱ

（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

「探究振り返りシート（Ｒ４年１１月）」



１年生の探究振り返りシート

３年生の探究振り返りシート

自己の活動を内省し、
次へ活かそうとしている姿



研究開発の成果と課題Ⅱ

（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

ＣＡＮＬＯＧ



研究開発の成果と課題Ⅱ

（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

「３年Ｓ女のＣＡＮＬＯＧにおける振り返り」



研究開発の成果と課題Ⅱ

（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力

「Ｓ女のＣＡＮ物語」



研究開発の成果と課題Ⅱ



研究開発の成果と課題Ⅱ

（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力



研究開発の成果と課題Ⅱ

（１）  「共創型探究学習（ＣＡＮ）」で育成される資質・能力



① 質問する力

 ② 教科との連携

 ③ 教師の関わり事例の蓄積

（２）  研究開発の今後の課題

研究開発の成果と課題Ⅱ



異学年合同の「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を
創設した場合の教育課程や系統的な支援の研究開発

香川大学教育学部附属坂出中学校

ご指導の程、宜しくお願い致します。

異学年合同の「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を創設した
場合の教育課程や系統的な支援の研究開発（H30～R4）
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